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　浅海域は最終氷期の海水準変動を明らかにするうえで非常に重要な地域である。本研究では,奄美大島住用湾

にてマルチビーム音響測深調査を行い,1mグリッドという高精度で海底地形図を作成した。 

　住用湾は奄美大島東岸に位置し,川内川と住用川の2つの水系が流れ込んでいる。測深調査は, ワイドバンドマ

ルチビーム測深機R2Sonic2022を用いて2018年8月20日~9月2日に行った。また,同機器に搭載されているサ

イドスキャンソナー機能(TruePix/Snippets)を用いて反射強度を測定し,底質を判別した。 

　測深の結果,海底の地形分布が明らかになった。住用湾中央部の水深100m付近では明瞭な崖地形の発達が確

認でき,氷期の低海水準時の侵食によって形成されたと考えられる。 

　本発表では,マルチビーム測深調査によって作成した高精度の海底地形図に国土地理院が提供している陸域の

10mメッシュのDEMデータを統合し,奄美大島住用湾における海底地形の分布や成因,陸域からの連続性,底質分

布,海水準変動との関係等に関する考察を行う。
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